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朴花城の長篇小説『峠を越えれば』について
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 1  　朴花城「後記‐ 峠を越えて」、『峠を越えれば』（『朴花城文学全集』第3巻、 プル
ン思想社、 2004）、p.556。
 2  　連載中、朴花城は読者から「善男善女ばかりを登場させるな」という叱責を受け
たという（同上）。
 3  　朴花城『峠を越えれば』、『朴花城文学全集』第3巻（前掲）、p.312。以下、『峠を
越えれば』からの引用は全て同全集に拠り、頁数のみを記す。
 4  　上掲書、p.48。1954年5月20日に実施された第３回国会議員選挙のこと。李承晩の
自由党が大統領終身制への改憲のためにあらゆる不正を行った。
 5  　同上、p.222。
 6  　徐正子はこの作品で注目される人物としてチョルグの父を挙げ、朴花城は自身が
解放前に持っていた同伴者的作家意識を、彼の民族意識に投影したとしている（徐
正子「朴花城の作品世界」、『朴花城文学全集』第3巻、p.565）。
 7  　朴花城『峠を越えれば』、p.546。
 8  　同上、p.495。
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